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(57)【要約】
【課題】本発明の目的は、ヨークによって接点の接触圧
を向上させると共に、接点が消失しても可動接触片と固
定端子との通電を確保できるリレーを提供することにあ
る。
【解決手段】第１ヨークは、可動接触片に対して接触方
向に配置される。第２ヨークは、可動接触片に対して開
離方向に配置される。第１ヨークと第２ヨークとは、可
動接点が固定接点に接触して通電されることで、第１ヨ
ークと第２ヨークとを互いに引き付けあう磁力を発生す
るように構成されている。可動接点と固定接点とが消失
した状態で、可動接触片が固定端子に接触可能となるよ
うに、第１ヨークと第２ヨークとは互いに接触しない位
置に配置されている。
【選択図】図８



(2) JP 2020-115434 A 2020.7.30

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可動接点を含む可動接触片と、
　前記可動接点と向かい合って配置された固定接点を含む固定端子と、
　前記可動接点が前記固定接点に近づく接触方向と、前記可動接点が前記固定接点から離
れる開離方向とに、前記可動接触片を移動させる駆動装置と、
　前記可動接触片に対して前記接触方向に配置された第１ヨークと、
　前記可動接触片に対して前記開離方向に配置された第２ヨークと、
を備え、
　前記第１ヨークと前記第２ヨークとは、前記可動接点が前記固定接点に接触して通電さ
れることで、前記第１ヨークと前記第２ヨークとを互いに引き付けあう磁力を発生するよ
うに構成されており、
　前記可動接点と前記固定接点とが消失した状態で、前記可動接触片が前記固定端子に接
触可能となるように、前記第１ヨークと前記第２ヨークとは互いに接触しない位置に配置
されている、
リレー。
【請求項２】
　前記可動接触片の移動方向において、前記可動接点が前記固定接点に接触しているとき
の前記第１ヨークと前記第２ヨークとの間の距離は、前記固定接点と前記可動接点との長
さの和よりも大きい、
請求項１に記載のリレー。
【請求項３】
　前記可動接点と前記固定接点とが消失することで、前記可動接触片が前記固定端子に接
触しているときに、前記第２ヨークは、前記第１ヨークから離れるように配置される、
請求項１又は２に記載のリレー。
【請求項４】
　前記第２ヨークは、第１壁部と第２壁部とを含み、
　前記第１壁部と前記第２壁部とは、互いに離れて配置され、
　前記可動接点と前記固定接点とが消失することで、前記可動接触片が前記固定端子に接
触しているときに、前記第２ヨークは、前記第１壁部と前記第２壁部との間に位置するよ
うに配置される、
請求項１に記載のリレー。
【請求項５】
　前記第１壁部と前記第２壁部とは、前記可動接触片の移動方向に垂直な第１方向に互い
に離れて配置され、
　前記第１方向において、前記第１ヨークは、前記第１壁部と前記第２壁部との間の間隔
よりも小さい、
請求項４に記載のリレー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、リレーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　リレーには、可動接触片と固定端子と駆動装置とを備えるものがある。可動接触片は、
可動接点を含む。固定端子は、固定接点を含む。可動接点は、固定接点と向かい合って配
置される。駆動装置は、可動接触片を接触方向と開離方向とに移動させる。可動接触片が
接触方向に移動することで、可動接点が固定接点に接触する。可動接触片が開離方向に移
動することで、可動接点が固定接点から開離する。
【０００３】
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　可動接点が固定接点に接触することで、可動接点と固定接点とに電流が流れる。このと
き、可動接点と固定接点とを流れる電流によって、可動接点と固定接点との間に電磁反発
力が発生する。電磁反発力は、可動接点と固定接点とを開離させる方向に作用する。従っ
て、電磁反発力によって、可動接点と固定接点との接触圧が低下してしまう。
【０００４】
　そこで、特許文献１に記載の電磁継電器では、上側ヨークと下側ヨークとが設けられて
いる。上側ヨークは、可動接触片の上側に配置されている。下側ヨークは、可動接触片の
下側に配置されている。可動接点と固定接点とに電流が流れる際に、上側ヨーク及び下側
ヨークは、磁気回路を形成して、上側ヨークと下側ヨークとを互いに引き付けあう磁力を
発生させる。それにより、電磁反発力に抗して、可動接点と固定接点との接触圧を向上さ
せることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第６３５８４４２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　固定接点と可動接点とに過電流が流れると、固定接点と可動接点とが溶融して消失して
しまう場合がある。その場合、可動接触片がさらに接触方向に移動して、可動接触片が固
定端子に接触すれば、可動接触片と固定端子との通電を確保することができる。しかし、
上記の電磁継電器では、上側ヨークと下側ヨークとが向かい合って配置されている。その
ため、固定接点と可動接点とが過電流によって消失したときに、下側ヨークが上側ヨーク
に接触することで、可動接触片の接触方向への移動が規制されてしまう。そのため、固定
接点と可動接点との消失時に、可動接触片と固定端子との通電を確保することができない
。
【０００７】
　本発明の目的は、リレーにおいて、ヨークによって接点の接触圧を向上させると共に、
接点が消失しても可動接触片と固定端子との通電を確保することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　一態様に係るリレーは、可動接触片と、固定端子と、駆動装置と、第１ヨークと、第２
ヨークとを備える。可動接触片は、可動接点を含む。固定端子は、固定接点を含む。固定
接点は、可動接点と向かい合って配置される。駆動装置は、接触方向と開離方向とに、可
動接触片を移動させる。接触方向は、可動接点が固定接点に近づく方向である。開離方向
は、可動接点が固定接点から離れる方向である。第１ヨークは、可動接触片に対して接触
方向に配置される。第２ヨークは、可動接触片に対して開離方向に配置される。第１ヨー
クと第２ヨークとは、可動接点が固定接点に接触して通電されることで、第１ヨークと第
２ヨークとを互いに引き付けあう磁力を発生するように構成されている。可動接点と固定
接点とが消失した状態で、可動接触片が固定端子に接触可能となるように、第１ヨークと
第２ヨークとは互いに接触しない位置に配置されている。
【０００９】
　本態様に係るリレーでは、第１ヨークと第２ヨークとが、互いに引き付けあう磁力を発
生させる。そのため、可動接触片が接触方向に押圧される。それにより、接点の接触圧を
向上させることができる。また、可動接点と固定接点との少なくとも一方が消失した状態
で、可動接触片が固定端子に接触可能となるように、第１ヨークと第２ヨークとは互いに
接触しない位置に配置されている。従って、可動接点と固定接点との少なくとも一方が消
失しても可動接触片と固定端子との通電を確保することができる。
【００１０】
　可動接触片の移動方向において、可動接点が固定接点に接触しているときの第１ヨーク
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と第２ヨークとの間の距離は、固定接点と可動接点との長さの和よりも大きくてもよい。
この場合、第２ヨークが第１ヨークから大きく離れていることで、可動接触片の接触方向
への移動が第１ヨーク及び第２ヨークによって規制されない。それにより、固定接点と可
動接点とが消失したときに、可動接触片が、固定端子に接触することができる。
【００１１】
　可動接点と固定接点とが消失することで、可動接触片が固定端子に接触しているときに
、第２ヨークは、第１ヨークから離れているように配置されてもよい。この場合、可動接
点と固定接点とが消失することで、可動接触片が固定端子に接触しているときに、可動接
触片の接触方向への移動が第１ヨーク及び第２ヨークによって規制されない。それにより
、固定接点と可動接点とが消失したときに、可動接触片が、固定端子に接触することがで
きる。
【００１２】
　第２ヨークは、第１壁部と第２壁部とを含んでもよい。第１壁部と第２壁部とは、互い
に離れて配置されてもよい。可動接点と固定接点とが消失することで、可動接触片が固定
端子に接触しているときに、第２ヨークは、第１壁部と第２壁部との間に位置するように
配置されてもよい。この場合、第２ヨークが第１ヨークの第１壁部と第２壁部との間に入
ることで、可動接触片の接触方向への移動が第１ヨーク及び第２ヨークによって規制され
ない。それにより、固定接点と可動接点とが消失したときに、可動接触片が、固定端子に
接触することができる。
【００１３】
　第１壁部と第２壁部とは、可動接触片の移動方向に垂直な第１方向に互いに離れて配置
されてもよい。第１方向において、第１ヨークは、第１壁部と第２壁部との間の間隔より
も小さくてもよい。この場合、第２ヨークが第１壁部と第２壁部との間に入ることで、可
動接触片の接触方向への移動が、第１ヨーク及び第２ヨークによって規制されない。それ
により、固定接点と可動接点とが消失したときに、可動接触片が、固定端子に接触するこ
とができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、リレーにおいて、ヨークによって接点の接触圧を向上させると共に、
接点が消失しても可動接触片と固定端子との通電を確保することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】実施形態に係る開状態のリレーを示す側面図である。
【図２】閉状態のリレーを示す側面図である。
【図３】左右方向から見た接点装置の断面図である。
【図４】可動接触片が閉位置での接点装置の拡大図である。
【図５】可動接点と固定接点とが消失した状態の接点装置の拡大図である。
【図６】第１変形例に係るリレーの構成の一部を示す図である。
【図７】第１変形例に係るリレーの構成の一部を示す図である。
【図８】第１変形例に係るリレーの構成の一部を示す図である。
【図９】第２変形例に係るリレーの構成の一部を示す図である。
【図１０】第３変形例に係るリレーの構成の一部を示す図である。
【図１１】第４変形例に係るリレーの構成の一部を示す図である。
【図１２】第５変形例に係るリレーの構成の一部を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、図面を参照して実施形態に係るリレー１について説明する。図１は実施形態に係
るリレー１を示す側面図である。図１に示すように、リレー１は、接点装置２と、ハウジ
ング３と、駆動装置４とを備える。
【００１７】
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　なお、以下の説明において、上下左右の各方向は、図１における上下左右の各方向を意
味するものとする。詳細には、駆動装置４から接点装置２に向かう方向を上方と定義する
。また、接点装置２から駆動装置４に向かう方向を下方と定義する。図１において、上下
方向に交差する方向を左右方向と定義する。また、上下方向及び左右方向に交差する方向
を前後方向と定義する。前後方向は、図１の紙面に垂直な方向である。ただし、これらの
方向は、説明の便宜上、定義されるものであって、リレー１の配置方向を限定するもので
はない。
【００１８】
　接点装置２は、ハウジング３内に配置されている。接点装置２は、第１固定端子１１と
、第２固定端子１２と、可動接触片１０と、駆動軸１９とを含む。第１固定端子１１と第
２固定端子１２とは、例えば銅などの導電性を有する材料で形成されている。
【００１９】
　第１固定端子１１は、第１固定接点１４と、第１接点支持部２１と、第１外部端子部２
２とを含む。第１固定接点１４は、第１接点支持部２１に接続されている。第１固定接点
１４は、第１接点支持部２１から突出した形状を有している。第１接点支持部２１は、可
動接触片１０と向かい合っている。第１外部端子部２２は、第１接点支持部２１に接続さ
れている。第１外部端子部２２は、ハウジング３から外方に突出している。
【００２０】
　第２固定端子１２は、第２固定接点１５と、第２接点支持部２３と、第２外部端子部２
４とを含む。第２固定接点１５は、第２接点支持部２３に接続されている。第２固定接点
１５は、第２接点支持部２３から突出した形状を有している。第１固定接点１４と第２固
定接点１５とは、左右方向に離れて配置されている。
【００２１】
　第２接点支持部２３は、可動接触片１０と向かい合っている。第２外部端子部２４は、
第２接点支持部２３に接続されている。第２外部端子部２４は、ハウジング３から外方に
突出している。詳細には、第１外部端子部２２と第２外部端子部２４とは、ハウジング３
から左右方向に突出している。ただし、第１外部端子部２２と第２外部端子部２４とは、
ハウジング３から上方に突出していてもよい。或いは、第１外部端子部２２と第２外部端
子部２４とは、ハウジング３から前後方向に突出していてもよい。
【００２２】
　可動接触片１０は、例えば銅などの導電性を有する材料で形成されている。可動接触片
１０は、接触方向Ｚ１と開離方向Ｚ２とに移動可能に配置されている。接触方向Ｚ１は、
可動接触片１０が第１固定端子１１及び第２固定端子１２に近接する方向（図１における
上方）である。開離方向Ｚ２は、可動接触片１０が第１固定端子１１及び第２固定端子１
２から開離する方向（図１における下方）である。
【００２３】
　可動接触片１０は、接触片本体１３と、第１可動接点１６と、第２可動接点１７とを含
む。接触片本体１３は、左右方向に延びている。本実施形態において、接触片本体１３の
長手方向は、左右方向に一致する。接触片本体１３は、上下方向において、第１固定端子
１１の第１接点支持部２１と、第２固定端子１２の第２接点支持部２３とに向かい合って
配置されている。
【００２４】
　第１可動接点１６と第２可動接点１７とは、接触片本体１３に接続されている。第１可
動接点１６と第２可動接点１７とは、接触片本体１３から突出した形状を有している。
【００２５】
　第１可動接点１６と第２可動接点１７とは、左右方向に離れて配置されている。第１可
動接点１６は、上下方向において第１固定接点１４に向かい合っている。第２可動接点１
７は、上下方向において第２固定接点１５に向かい合っている。
【００２６】
　駆動軸１９は、可動接触片１０を支持している。駆動軸１９は、可動接触片１０と共に
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、接触方向Ｚ１と開離方向Ｚ２とに移動可能に配置されている。駆動軸１９は、上下方向
に延びている。可動接触片１０には、孔１３ａが設けられている。駆動軸１９は孔１３ａ
に挿入されている。可動接触片１０は、駆動軸１９に対して、接触方向Ｚ１と開離方向Ｚ
２とに相対的に移動可能である。
【００２７】
　駆動装置４は、電磁力によって可動接触片１０を動作させる。駆動装置４は、接触方向
Ｚ１及び開離方向Ｚ２に駆動軸１９を移動させる。それにより、駆動装置４は、接触方向
Ｚ１及び開離方向Ｚ２に可動接触片１０を移動させる。駆動装置４は、可動鉄心３１と、
コイル３２と、固定鉄心３３と、ヨーク３４と、復帰バネ３５とを含む。
【００２８】
　可動鉄心３１は、駆動軸１９に接続されている。可動鉄心３１は、接触方向Ｚ１及び開
離方向Ｚ２に移動可能に設けられている。コイル３２は、通電されることで可動鉄心３１
を接触方向Ｚ１に移動させる電磁力を発生させる。固定鉄心３３は、可動鉄心３１と向か
い合って配置されている。復帰バネ３５は、可動鉄心３１と固定鉄心３３との間に配置さ
れている。復帰バネ３５は、可動鉄心３１を開離方向Ｚ２に付勢している。
【００２９】
　ヨーク３４は、コイル３２を囲むように配置されている。ヨーク３４は、コイル３２に
よって構成される磁気回路上に配置されている。ヨーク３４は、コイル３２の上方と、コ
イル３２の側方と、コイル３２の下方とに配置されている。
【００３０】
　次に、リレー１の動作について説明する。コイル３２に通電されていないときには、駆
動装置４は励磁されていない。この場合、駆動軸１９は、可動鉄心３１と共に、復帰バネ
３５の弾性力によって開離方向Ｚ２に押圧されている。そのため、可動接触片１０は、図
１に示す開位置に位置している。この状態で、駆動軸１９を介して、可動接触片１０も開
離方向Ｚ２に押圧されている。可動接触片１０が開位置で、第１可動接点１６及び第２可
動接点１７は、第１固定接点１４及び第２固定接点１５から開離している。
【００３１】
　コイル３２に通電されると、駆動装置４が励磁される。この場合、コイル３２の電磁力
により、可動鉄心３１が、復帰バネ３５の弾性力に抗して、接触方向Ｚ１に移動する。そ
れにより、駆動軸１９と可動接触片１０とが共に接触方向Ｚ１に移動する。それにより、
可動接触片１０は、図２に示す閉位置に移動する。可動接触片１０が閉位置で、第１可動
接点１６及び第２可動接点１７は、第１固定接点１４及び第２固定接点１５にそれぞれ接
触する。
【００３２】
　コイル３２への電流が停止され消磁されると、可動鉄心３１は、復帰バネ３５の弾性力
によって開離方向Ｚ２に押圧される。それにより、駆動軸１９と可動接触片１０とが共に
開離方向Ｚ２に移動する。その結果、第１可動接点１６及び第２可動接点１７は、第１固
定接点１４及び第２固定接点１５から、それぞれ開離する。
【００３３】
　図１及び図２に示すように、リレー１は、第１ヨーク４１と第２ヨーク４２とを含む。
第１ヨーク４１は、可動接触片１０に対して接触方向Ｚ１に配置されている。すなわち、
第１ヨーク４１は、可動接触片１０の上方に配置されている。第２ヨーク４２は、可動接
触片１０に対して開離方向Ｚ２に配置されている。すなわち、第２ヨーク４２は、可動接
触片１０の下方に配置されている。第１ヨーク４１は、駆動軸１９に固定されている。第
２ヨーク４２は、駆動軸１９に対して相対的に移動可能に設けられている。
【００３４】
　図３は、左右方向から見た接点装置２の断面図である。図３に示すように、第２ヨーク
４２は、第１壁部４３と、第２壁部４４と、底部４５とを含む。第１壁部４３と第２壁部
４４とは、前後方向に互いに離れて配置されている。前後方向は、可動接触片１０の移動
方向に垂直な第１方向の一例である。なお、左右方向は、可動接触片１０の移動方向に垂
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直な第２方向の一例として定義されてもよい。
【００３５】
　可動接触片１０は、前後方向において第１壁部４３と第２壁部４４との間に配置される
。可動接触片１０は、前後方向において、第１壁部４３と第２壁部４４との間の間隔Ｇ１
よりも小さい。従って、図３Ａに示すように、可動接触片１０は、第１壁部４３と第２壁
部４４との間の間隔Ｇ１に挿入可能である。
【００３６】
　底部４５は、第１壁部４３の下部と第２壁部４４の下部とを接続している。底部４５は
、孔４５ａを含む。孔４５ａには、駆動軸１９が挿入されている。駆動軸１９は、ストッ
パ４６を含む。ストッパ４６は駆動軸１９に接続されている。ストッパ４６は、駆動軸１
９と一体であってもよい。或いは。ストッパ４６は。駆動軸１９と別体であってもよい。
ストッパ４６は、駆動軸１９に対する第２ヨーク４２の下方への移動を規制する。
【００３７】
　前後方向において、第１壁部４３と第２壁部４４との間の間隔Ｇ１は、第１ヨーク４１
よりも小さい。言い換えれば、前後方向において、第１ヨーク４１は、第１壁部４３と第
２壁部４４との間の間隔Ｇ１よりも大きい。第１壁部４３と第２壁部４４とは、第１ヨー
ク４１の下方に配置されている。第１壁部４３と第２壁部４４とは、上下方向において第
１ヨーク４１と向かい合っている。言い換えれば、上下方向から見て、第１壁部４３と第
２壁部４４との少なくとも一部は、第１ヨーク４１と重なる。
【００３８】
　リレー１は、バネ４７を含む。バネ４７は、可動接触片１０と第２ヨーク４２との間に
配置されている。詳細には、バネ４７は、第２ヨーク４２の底部４５と、可動接触片１０
との間に配置されている。第１ヨーク４１と第２ヨーク４２とは、可動接点１６，１７が
固定接点１４，１５に接触して通電されることで、第１ヨーク４１と第２ヨーク４２とを
互いに引き付けあう磁力を発生するように構成されている。
【００３９】
　図３Ａは、可動接点１６，１７が固定接点１４，１５に接触しており、且つ、第１ヨー
ク４１と第２ヨーク４２とが互いに引き付けられていない状態を示している。第１ヨーク
４１と第２ヨーク４２とが磁力によって互いに引き付けられることで、図３Ｂに示すよう
に、第２ヨーク４２が上方に移動する。このとき、可動接点１６，１７が固定接点１４，
１５に接触しているため、可動接触片１０は上方へ移動できない。そのため、第２ヨーク
４２の上方への移動により、バネ４７が圧縮される。このバネ４７の弾性力によって、可
動接触片１０は上方へ、すなわち接触方向Ｚ１へ押圧される。それにより、接点の接触圧
を増大させることができる。
【００４０】
　図４は、可動接触片１０が閉位置での接点装置２の拡大図である。図４に示すように、
可動接触片１０が閉位置で、上下方向における第１ヨーク４１と第２ヨーク４２との間の
距離Ｄ３は、上下方向における第１固定接点１４と第１可動接点１６との長さの和Ｄ１（
以下、「第１接点長Ｄ１」と呼ぶ）よりも大きい。可動接触片１０が閉位置で、上下方向
における第１ヨーク４１と第２ヨーク４２との間の距離Ｄ３は、上下方向における第２固
定接点１５と第２可動接点１７との長さの和Ｄ２（以下、「第２接点長Ｄ２」と呼ぶ）よ
りも大きい。可動接触片１０が閉位置で、上下方向における第１ヨーク４１と可動接触片
１０との間の距離Ｄ４は、第１接点長Ｄ１よりも大きい。可動接触片１０が閉位置で、上
下方向における第１ヨーク４１と可動接触片１０との間の距離Ｄ４は、第２接点長Ｄ２よ
りも大きい。可動接触片１０が閉位置で、上下方向における第１ヨーク４１と第２ヨーク
４２との間の距離Ｄ３は、上下方向における第１ヨーク４１と可動接触片１０との間の距
離Ｄ４よりも大きい。
【００４１】
　リレーでは、可動接点１６，１７と固定接点１４，１５とに過電流が流れることで、可
動接点１６，１７と固定接点１４，１５とが消失することがある。図５は、可動接点１６
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，１７と固定接点１４，１５とが消失した状態の接点装置２の拡大図である。可動接点１
６，１７と固定接点１４，１５とが消失すると、可動接触片１０は、閉位置から、さらに
上方に移動する。それにより、図５に示すように、可動接触片１０が固定端子１１，１２
に接触する。また、可動接触片１０が上方に移動すると、第２ヨーク４２は、第１ヨーク
４１に引き付けられることで、上方に移動する。
【００４２】
　上述したように、第１ヨーク４１と第２ヨーク４２との間の距離Ｄ３は、第１接点長Ｄ
１よりも大きく、且つ、第２接点長Ｄ２よりも大きい。そのため、図５に示すように、可
動接触片１０が固定端子１１，１２に接触した状態で、第２ヨーク４２は第１ヨーク４１
から離れており、第１ヨーク４１と第２ヨーク４２とは互いに接触していない。
【００４３】
　以上説明した本実施形態に係るリレー１では、可動接触片１０が閉位置で、第１ヨーク
４１と第２ヨーク４２とが、互いに引き付けあう磁力を発生させる。そのため、可動接触
片１０が接触方向Ｚ１に押圧される。それにより、接点の接触圧を向上させることができ
る。
【００４４】
　上記のように第１ヨーク４１と第２ヨーク４２とが配置されることにより、第１固定接
点１４と第１可動接点１６とが消失したときに、可動接触片１０は第１固定端子１１に接
触することができる。それにより、第１固定接点１４と第１可動接点１６とが消失しても
、安定的な通電を確保することができる。また、第２固定接点１５と第２可動接点１７と
が消失したときに、可動接触片１０は第２固定端子１２に接触することができる。それに
より、第２固定接点１５と第２可動接点１７とが消失しても、安定的な通電を確保するこ
とができる。
【００４５】
　以上、本発明の一実施形態について説明したが、本発明は上記実施形態に限定されるも
のではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の変更が可能である。
【００４６】
　上記の実施形態では、駆動装置４が駆動軸１９を駆動装置４側から押し出すことで、可
動接触片１０が接触方向Ｚ１に移動する。また、駆動装置４が駆動軸１９を駆動装置４側
に引き込むことで、可動接触片１０が開離方向Ｚ２に移動する。しかし、接点を開閉する
ための駆動軸１９の動作方向は、上記の実施形態と逆であってもよい。すなわち、駆動装
置４が駆動軸１９を駆動装置４側に引き込むことで、可動接触片１０が接触方向Ｚ１に移
動してもよい。駆動装置４が駆動軸１９を駆動装置４側から押し出すことで、可動接触片
１０が開離方向Ｚ２に移動してもよい。すなわち、接触方向Ｚ１と開離方向Ｚ２とは、上
記の実施形態とは逆であってもよい。その場合、第１ヨーク４１と第２ヨーク４２とは、
上記の実施形態と上下逆に配置されてもよい。
【００４７】
　第１固定端子１１、第２固定端子１２、可動接触片１０の形状、或いは配置が変更され
てもよい。可動鉄心３１、コイル３２、固定鉄心３３、或いはヨーク３４の形状、或いは
配置が変更されてもよい。第１固定接点１４、第２固定接点１５、第１可動接点１６、第
１固定接点１４の形状、或いは配置が変更されてもよい。
【００４８】
　例えば、第１固定接点１４は、第１接点支持部２１と別体であってもよい。或いは、第
１固定接点１４は、第１接点支持部２１と一体であってもよい。第２固定接点１５は、第
２接点支持部２３と別体であってもよい。或いは、第２固定接点１５は、第２接点支持部
２３と一体であってもよい。第１可動接点１６と第２可動接点１７とは、接触片本体１３
と別体であってもよい。或いは、第１可動接点１６と第２可動接点１７とは、接触片本体
１３と一体であってもよい。
【００４９】
　第１ヨーク４１と第２ヨーク４２との形状、或いは配置が変更されてもよい。図６から
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図８は、第１変形例に係るリレー１の構成の一部を示す図である。図６Ａ及び図７は、可
動接触片１０が閉位置でのリレー１の一部を示している。図６Ａに示すように、第１変形
例に係るリレー１では、前後方向において、第１ヨーク４１は、第１壁部４３と第２壁部
４４との間の間隔Ｇ１よりも小さい。従って、第１ヨーク４１は、第１壁部４３と第２壁
部４４との間の間隔Ｇ１に挿入可能である。言い換えれば、上下方向から見て、第１ヨー
ク４１は、第１壁部４３と第２壁部４４とに重ならない。
【００５０】
　図７に示すように、可動接触片１０が閉位置で、上下方向における第１ヨーク４１と第
２ヨーク４２との間の距離Ｄ３は、第１接点長Ｄ１より小さくてもよい。可動接触片１０
が閉位置で、上下方向における第１ヨーク４１と第２ヨーク４２との間の距離Ｄ３は、第
２接点長Ｄ２より小さくてもよい。可動接触片１０が閉位置で、上下方向における第１ヨ
ーク４１と第２ヨーク４２との間の距離Ｄ３は、上下方向における第１ヨーク４１と可動
接触片１０との間の距離Ｄ４より小さくてもよい。
【００５１】
　図６Ｂ及び図８は、可動接点１６，１７と固定接点１４，１５とが消失したときのリレ
ー１の一部を示している。可動接点１６，１７と固定接点１４，１５とが消失すると、可
動接触片１０は、閉位置から、さらに上方に移動する。それにより、図５に示すように、
可動接触片１０が固定端子１１，１２に接触する。また、可動接触片１０が上方に移動す
ると、第２ヨーク４２は、第１ヨーク４１に引き付けられることで、上方に移動する。
【００５２】
　上述したように、第１ヨーク４１は、第１壁部４３と第２壁部４４との間の間隔Ｇ１に
挿入可能である。そのため、可動接触片１０が固定端子１１，１２に接触した状態で、図
６Ｂに示すように、第２ヨーク４２は、第１壁部４３と第２壁部４４との間に挿入される
。それにより、可動接触片１０は、第１ヨーク４１と第２ヨーク４２とによって干渉され
ずに、固定端子１１，１２に接触することができる。
【００５３】
　図９は、第２変形例に係るリレー１の一部を示す図である。図９に示すように、第２ヨ
ーク４２は、可動接触片１０に固定されてもよい。第２ヨーク４２は、可動接触片１０と
共に駆動軸１９に対して上下方向に移動可能であってもよい。この場合、バネ４７は省略
されてもよい。他の構成については、上記の実施形態と同様である。
【００５４】
　図１０は、第３変形例に係るリレー１の一部を示す図である。図１０に示すように、第
２ヨーク４２は、可動接触片１０に固定されてもよい。第２ヨーク４２は、可動接触片１
０と共に駆動軸１９に対して上下方向に移動可能であってもよい。この場合、バネ４７は
省略されてもよい。他の構成については、第１変形例と同様である。
【００５５】
　上記の実施形態では、第１可動接点１６及び第２可動接点１７は、接触片本体１３から
突出した形状を有している。しかし、図１１に示す第４変形例のように、第１可動接点１
６及び第２可動接点１７は、接触片本体１３と面一に設けられてもよい。すなわち、第１
可動接点１６は、接触片本体１３において、第１固定接点１４と接触する部分であっても
よい。第２可動接点１７は、接触片本体１３において、第２固定接点１５と接触する部分
であってもよい。
【００５６】
　上記の実施形態では、第１固定接点１４は、第１接点支持部２１から突出した形状を有
している。第２固定接点１５は、第２接点支持部２３から突出した形状を有している。し
かし、図１２に示す第５変形例のように、第１固定接点１４は、第１接点支持部２１と面
一に設けられてもよい。第２固定接点１５は、第２接点支持部２３と面一に設けられても
よい。すなわち、第１固定接点１４は、第１接点支持部２１において、第１可動接点１６
と接触する部分であってもよい。第２固定接点１５は、第２接点支持部２３において、第
２可動接点１７と接触する部分であってもよい。
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【産業上の利用可能性】
【００５７】
　本発明によれば、リレーにおいて、ヨークによって接点の接触圧を向上させると共に、
接点が消失しても可動接触片と固定端子との通電を確保することができる。
【符号の説明】
【００５８】
４　　　　　駆動装置
１０　　　　可動接触片
１１，１２　固定端子
１４，１５　固定接点
１６，１７　可動接点
４１　　　　第１ヨーク
４２　　　　第２ヨーク
４３　　　　第１壁部
４４　　　　第２壁部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】
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